
JP 2008-199458 A 2008.8.28

10

(57)【要約】
【課題】番組表からユーザ所望の番組を好適に見つける
ことができるテレビジョン受信装置を提供することにあ
る。
【解決手段】第１表示制御手段（ＣＰＵ１８１、第１表
示制御プログラム１８３ａ）で、チューナ１１により取
得された番組情報に基づき、番組名を含む番組表Ｌを第
１表示領域Ｆ１に表示し、操作部１６により、第１表示
領域Ｆ１に表示された番組表Ｌのうち、一の時間帯を指
定し、第２表示制御手段（ＣＰＵ１８１、第２表示制御
プログラム１８３ｂ）で、当該指定された一の時間帯に
おける番組名情報を第２表示領域Ｆ２に表示し、操作部
１６により、第２表示領域Ｆ２に表示された番組名のう
ち、一の番組名を指定し、第３表示制御手段（ＣＰＵ１
８１、第３表示制御プログラム１８３ｃ）で、当該指定
された番組名に係る番組情報から抽出される番組詳細情
報を映像表示部１５に表示する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　テレビジョン放送信号を受信する受信手段と、
　前記受信手段により受信されたテレビジョン放送信号から番組情報を取得する取得手段
と、
　前記取得手段により取得された番組情報に基づいて、所望のチャンネルの所定時間分で
あって所定の時間帯毎に区画された番組名を含む番組表を、表示手段の第１表示領域にス
クロール可能に表示させる第１表示制御手段と、
　前記取得手段により取得された番組情報に基づく番組表を、前記表示手段の第１表示領
域に表示させる際、何時間分の番組表を表示させるかについて設定する番組表表示時間設
定手段と、
　前記第１表示制御手段により前記表示手段の第１表示領域に表示される番組表に含まれ
る１時間分の番組表示領域に表示可能な番組数を設定する番組数設定手段と、
　前記第１表示領域に表示された前記番組表のうち、一の時間帯を指定する時間帯指定手
段と、
　前記時間帯指定手段により指定された一の時間帯において放送される全ての番組の番組
名を表示した番組名情報を、前記表示手段の第２表示領域にスクロール可能に表示させる
第２表示制御手段と、
　前記第２表示領域に表示された番組名情報のうち、一の番組名を指定する番組名指定手
段と、
　前記番組名指定手段により指定された番組名に係る前記番組情報から抽出される番組詳
細情報を、前記表示手段に表示する第３表示制御手段と、
を備え、
　前記第１表示制御手段は、１時間あたりに含まれる番組数が前記番組数設定手段により
設定された１時間分の番組表示領域に表示可能な番組数を上回る場合には、放送時間の長
い番組から順番に当該１時間分の番組表示領域へ表示可能な番組数だけ選択して表示する
ことを特徴とするテレビジョン受信装置。
【請求項２】
　テレビジョン放送信号を受信する受信手段と、
　前記受信手段により受信されたテレビジョン放送信号から番組情報を取得する取得手段
と、
　前記取得手段により取得された番組情報に基づいて、所望のチャンネルの所定時間分で
あって所定の時間帯毎に区画された番組名を含む番組表を、表示手段の第１表示領域に表
示させる第１表示制御手段と、
　前記第１表示領域に表示された前記番組表のうち、一の時間帯を指定する時間帯指定手
段と、
　前記時間帯指定手段により指定された一の時間帯において放送される全ての番組の番組
名を表示した番組名情報を、前記表示手段の第２表示領域に表示させる第２表示制御手段
と、
　前記第２表示領域に表示された番組名情報のうち、一の番組名を指定する番組名指定手
段と、
　前記番組名指定手段により指定された番組名に係る前記番組情報から抽出される番組詳
細情報を、前記表示手段に表示する第３表示制御手段と、
を備えることを特徴とするテレビジョン受信装置。
【請求項３】
　前記第１表示制御手段により前記表示手段の第１表示領域に表示される番組表に含まれ
る１時間分の番組表示領域に表示可能な番組数を設定する番組数設定手段を備え、
　前記第１表示制御手段は、１時間あたりに含まれる番組数が前記番組数設定手段により
設定された１時間分の番組表示領域に表示可能な番組数を上回る場合には、当該１時間あ
たりに含まれる番組の中から所定の条件に合致する番組の当該１時間分の番組表示領域へ
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の表示を省略することを特徴とする請求項２に記載のテレビジョン受信装置。
【請求項４】
　前記第１表示制御手段は、１時間あたりに含まれる番組数が前記番組数設定手段により
設定された１時間分の番組表示領域に表示可能な番組数を上回る場合には、放送時間の長
い番組から順番に当該１時間分の番組表示領域へ表示可能な番組数だけ選択して表示する
ことを特徴とする請求項３に記載のテレビジョン受信装置。
【請求項５】
　前記取得手段により取得された番組情報に基づく番組表を、前記表示手段の第１表示領
域に表示させる際、何時間分の番組表を表示させるかについて設定する番組表表示時間設
定手段を備えることを特徴とする請求項２～４の何れか一項に記載のテレビジョン受信装
置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、テレビジョン受信装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、テレビジョン受信装置により受信可能な放送媒体として、アナログ放送、ＢＳ（
Broadcasting Satellite）デジタル放送、ＣＳ（Communication Satellite）デジタル放
送、ケーブル放送等がある。さらに近年では、地上波デジタル放送も加わって、受信可能
な番組の数がますます多くなっている。
【０００３】
　例えば、デジタル放送を提供する放送局等からは、各番組に関するテレビジョン放送信
号の他に、ＥＰＧ（Electronic Program Guide）情報と呼ばれる番組情報も送信されてい
るため、テレビジョン受信装置は、ＥＰＧ情報に基づいて、番組表を表示することができ
るようになっている。
【０００４】
　具体的には、例えば、複数の放送局からの番組情報を受信し、時間軸と日付軸とから構
成される番組表のセルに番組情報を表示し、当該表示された番組情報のうち放送日が少な
くとも同日で放送時間が重複する番組情報が複数存在する場合、番組表のセルの表示態様
を変更する番組表表示装置が知られている（特許文献１参照）。
【０００５】
　また、番組表においてカーソルまたはポインティングデバイスにより選択した番組の詳
細情報を現状の番組の表示領域のまま横または縦方向にスクロールして表示することによ
り、番組表の表示の変動をなくす番組表表示装置が知られている（特許文献２参照）。
【０００６】
　また、時間軸の広範囲及びチャンネル軸の広範囲にわたって各番組がジャンル毎に設定
された色によって識別可能な態様で番組情報を表示する第１の表示形態と、時間軸の前記
広範囲より狭い狭範囲及びチャンネル軸の前記広範囲より狭い狭範囲にわたって各番組が
少なくとも番組名により識別可能な態様で番組情報を表示する第２の表形態を備え、ユー
ザからの番組表範囲の移動指示により、第１の表示形態で表示された番組表上に、第２の
表示形態で表示されるべき番組表範囲が識別可能に表示されることにより、ユーザは広範
囲の番組を効率的に探すことができる番組ガイド表示装置が知られている（特許文献３参
照）。
【特許文献１】特開２００５－２４４８６９号公報
【特許文献２】特開２００５－２０２４６号公報
【特許文献３】特開２００１－２４５２３３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
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　しかしながら、特許文献１、２に開示された装置では、一度に数時間分の番組内容しか
表示できないため、ユーザ所望の番組が、現在表示されている当該数時間分の番組表に表
示されていない場合は、別の時間帯の番組表をあらためて表示させる必要があり、ユーザ
は、所望の番組を一見して見つけることが困難であり、また、別の時間帯の番組表をあら
ためて表示させる際、画面表示の切り換えに時間がかかる等の問題があった。
　また、特許文献３に開示された装置では、時間軸の広範囲にわたって番組情報を表示す
る第１の表示形態が記載され、また、第１の表示形態に比べ、狭範囲にわたって番組情報
を表示する第２の表示形態が記載されているが、当該第２の表示形態による番組情報は、
第１の表示形態で表示された番組表示上に表示されるため、例えば、第１の表示形態にお
ける番組情報において、ユーザが指定した時間帯の番組がユーザ所望の番組ではなかった
場合、次候補となる番組をあらためて探す場合に、第１の表示形態で表示された番組表示
上に表示された第２の表示形態で表示された番組情報が邪魔となり、視認性が悪いという
問題があった。
【０００８】
　本発明の課題は、番組表からユーザ所望の番組を好適に見つけることができるテレビジ
ョン受信装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するため、請求項１に記載の発明は、
　テレビジョン放送信号を受信する受信手段と、
　前記受信手段により受信されたテレビジョン放送信号から番組情報を取得する取得手段
と、
　前記取得手段により取得された番組情報に基づいて、所望のチャンネルの所定時間分で
あって所定の時間帯毎に区画された番組名を含む番組表を、表示手段の第１表示領域にス
クロール可能に表示させる第１表示制御手段と、
　前記取得手段により取得された番組情報に基づく番組表を、前記表示手段の第１表示領
域に表示させる際、何時間分の番組表を表示させるかについて設定する番組表表示時間設
定手段と、
　前記第１表示制御手段により前記表示手段の第１表示領域に表示される番組表に含まれ
る１時間分の番組表示領域に表示可能な番組数を設定する番組数設定手段と、
　前記第１表示領域に表示された前記番組表のうち、一の時間帯を指定する時間帯指定手
段と、
　前記時間帯指定手段により指定された一の時間帯において放送される全ての番組の番組
名を表示した番組名情報を、前記表示手段の第２表示領域にスクロール可能に表示させる
第２表示制御手段と、
　前記第２表示領域に表示された番組名情報のうち、一の番組名を指定する番組名指定手
段と、
　前記番組名指定手段により指定された番組名に係る前記番組情報から抽出される番組詳
細情報を、前記表示手段に表示する第３表示制御手段と、
を備え、
　前記第１表示制御手段は、１時間あたりに含まれる番組数が前記番組数設定手段により
設定された１時間分の番組表示領域に表示可能な番組数を上回る場合には、放送時間の長
い番組から順番に当該１時間分の番組表示領域へ表示可能な番組数だけ選択して表示する
ことを特徴とする。
【００１０】
　請求項２に記載の発明は、
　テレビジョン放送信号を受信する受信手段と、
　前記受信手段により受信されたテレビジョン放送信号から番組情報を取得する取得手段
と、
　前記取得手段により取得された番組情報に基づいて、所望のチャンネルの所定時間分で
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あって所定の時間帯毎に区画された番組名を含む番組表を、表示手段の第１表示領域に表
示させる第１表示制御手段と、
　前記第１表示領域に表示された前記番組表のうち、一の時間帯を指定する時間帯指定手
段と、
　前記時間帯指定手段により指定された一の時間帯において放送される全ての番組の番組
名を表示した番組名情報を、前記表示手段の第２表示領域に表示させる第２表示制御手段
と、
　前記第２表示領域に表示された番組名情報のうち、一の番組名を指定する番組名指定手
段と、
　前記番組名指定手段により指定された番組名に係る前記番組情報から抽出される番組詳
細情報を、前記表示手段に表示する第３表示制御手段と、
　を備えることを特徴とする。
【００１１】
　請求項３に記載の発明は、請求項２に記載の発明において、
　前記第１表示制御手段により前記表示手段の第１表示領域に表示される番組表に含まれ
る１時間分の番組表示領域に表示可能な番組数を設定する番組数設定手段を備え、
前記第１表示制御手段は、１時間あたりに含まれる番組数が前記番組数設定手段により設
定された１時間分の番組表示領域に表示可能な番組数を上回る場合には、当該１時間あた
りに含まれる番組の中から所定の条件に合致する番組の当該１時間分の番組表示領域への
表示を省略することを特徴とする。
【００１２】
　請求項４に記載の発明は、請求項３に記載の発明において、
　前記第１表示制御手段は、１時間あたりに含まれる番組数が前記番組数設定手段により
設定された１時間分の番組表示領域に表示可能な番組数を上回る場合には、放送時間の長
い番組から順番に当該１時間分の番組表示領域へ表示可能な番組数だけ選択して表示する
ことを特徴とする。
【００１３】
　請求項５に記載の発明は、請求項２～４の何れか一項に記載の発明において、
　前記取得手段により取得された番組情報に基づく番組表を、前記表示手段の第１表示領
域に表示させる際、何時間分の番組表を表示させるかについて設定する番組表表示時間設
定手段を備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　請求項１に記載の発明によれば、第１表示制御手段によって、取得手段により取得され
た番組情報に基づいて、所望のチャンネルの所定時間分であって所定の時間帯毎に区画さ
れた番組名を含む番組表を、表示手段の第１表示領域にスクロール可能に表示させること
ができ、時間帯指定手段によって、第１表示領域に表示された番組表のうち、一の時間帯
を指定することができ、第２表示制御手段によって、時間帯指定手段により指定された一
の時間帯において放送される全ての番組の番組名を表示した番組名情報を、表示手段の第
２表示領域にスクロール可能に表示させることができ、番組名指定手段によって、第２表
示領域に表示された番組名のうち、一の番組名を指定することができ、第３表示制御手段
によって、番組名指定手段により指定された番組名に係る番組情報から抽出される番組詳
細情報を、表示手段に表示することができる。
　従って、番組表からユーザ所望の番組を好適に見つけることができる。
　また、番組数設定手段によって、第１表示制御手段により表示手段の第１表示領域に表
示される番組表に含まれる１時間分の番組表示領域に表示可能な番組数を設定することが
でき、第１表示制御手段によって、１時間あたりに含まれる番組数が番組数設定手段によ
り設定された１時間分の番組表示領域に表示可能な番組数を上回る場合には、放送時間の
長い番組から順番に当該１時間分の番組表示領域へ表示可能な番組数だけ選択して表示す
ることができる。



(6) JP 2008-199458 A 2008.8.28

10

20

30

40

50

　従って、その時間帯において、放送時間の長い番組をメイン番組と推定して優先的に表
示することにより、番組表からユーザ所望の番組をより好適に見つけることができる。
　また、番組表表示時間設定手段によって、取得手段により取得された番組情報に基づく
番組表を、表示手段の第１表示領域に表示させる際、何時間分の番組表を表示させるかに
ついて設定することができる。
　従って、ユーザ所望の番組の放送時間が全く分からないような場合には、番組表表示時
間を長く設定し、大体の放送時間が分かっている場合には、番組表表示時間を短く設定す
ることができることとなり、番組表からユーザ所望の番組をより好適に見つけることがで
きる。
【００１５】
　請求項２に記載の発明によれば、第１表示制御手段によって、取得手段により取得され
た番組情報に基づいて、所望のチャンネルの所定時間分であって所定の時間帯毎に区画さ
れた番組名を含む番組表を、表示手段の第１表示領域に表示させることができ、時間帯指
定手段によって、第１表示領域に表示された番組表のうち、一の時間帯を指定することが
でき、第２表示制御手段によって、時間帯指定手段により指定された一の時間帯において
放送される全ての番組の番組名を表示した番組名情報を、表示手段の第２表示領域に表示
させることができ、番組名指定手段によって、第２表示領域に表示された番組名のうち、
一の番組名を指定することができ、第３表示制御手段によって、番組名指定手段により指
定された番組名に係る番組情報から抽出される番組詳細情報を、表示手段に表示すること
ができる。
　従って、番組表からユーザ所望の番組を好適に見つけることができる。
【００１６】
　請求項３に記載の発明によれば、請求項２に記載の発明と同様の効果が得られることは
無論のこと、番組数設定手段によって、第１表示制御手段により表示手段の第１表示領域
に表示される番組表に含まれる１時間分の番組表示領域に表示可能な番組数を設定するこ
とができ、第１表示制御手段によって、１時間あたりに含まれる番組数が番組数設定手段
により設定された１時間分の番組表示領域に表示可能な番組数を上回る場合には、当該１
時間あたりに含まれる番組の中から所定の条件に合致する番組の当該１時間分の番組表示
領域への表示を省略することができる。
　従って、例えば、１時間あたりに含まれる番組数が多い場合、当該１時間あたりに含ま
れる番組全てを表示させると視認性が悪くなるが、所定の条件に合致する番組の表示を省
略することにより、番組表示領域への表示を好適に行うことができることとなり、番組表
からユーザ所望の番組をより好適に見つけることができる。
【００１７】
　請求項４に記載の発明によれば、請求項３に記載の発明と同様の効果が得られることは
無論のこと、第１表示制御手段によって、１時間あたりに含まれる番組数が番組数設定手
段により設定された１時間分の番組表示領域に表示可能な番組数を上回る場合には、放送
時間の長い番組から順番に当該１時間分の番組表示領域へ表示可能な番組数だけ選択して
表示することができる。
　従って、その時間帯において、放送時間の長い番組をメイン番組と推定して優先的に表
示することにより、番組表からユーザ所望の番組をより好適に見つけることができる。
【００１８】
　請求項５に記載の発明によれば、請求項２～４の何れか一項に記載の発明と同様の効果
が得られることは無論のこと、番組表表示時間設定手段によって、取得手段により取得さ
れた番組情報に基づく番組表を、表示手段の第１表示領域に表示させる際、何時間分の番
組表を表示させるかについて設定することができる。
　従って、ユーザ所望の番組の放送時間が全く分からないような場合には、番組表表示時
間を長く設定し、大体の放送時間が分かっている場合には、番組表表示時間を短く設定す
ることができることとなり、番組表からユーザ所望の番組をより好適に見つけることがで
きる。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、図を参照して、本発明に係るテレビジョン受信装置を実施するための最良の形態
を詳細に説明する。なお、発明の範囲は、図示例に限定されない。
【００２０】
　まず、本発明に係るテレビジョン受信装置１の構成について説明する。本発明に係るテ
レビジョン受信装置１は、図１に示すように、アンテナ１１ａを有するチューナ１１と、
復調器１２と、デコーダ１３と、操作部１６と、記憶部１７と、制御部１８等を備えて構
成される。各部は、バス１０によって接続されている。
　また、テレビジョン受信装置１は、例えば、デコーダ１３と接続する音声出力部１４や
映像表示部１５を備えている。
【００２１】
　チューナ１１は、制御部１８から入力される制御信号に従って、例えば、受信手段とし
て、ユーザによる操作部１６の操作により選択された一の番組に関するテレビジョン放送
信号を受信する。
　具体的には、チューナ１１は、例えば、アンテナ１１ａにより受信されたテレビジョン
放送信号（例えば、デジタル方式のテレビジョン放送信号）から、ユーザ所望の番組のチ
ャンネルに対応する周波数帯域に存在するテレビジョン放送信号を受信し、そして、当該
受信したテレビジョン放送信号を変調して、中間周波信号を復調器１２に出力する。
【００２２】
　また、チューナ１１は、制御部１８から入力される制御信号に従って、例えば、取得手
段として、テレビジョン放送信号から、番組名、番組が属するジャンルに関するジャンル
情報等の番組詳細情報を含む番組情報としてのＥＰＧ情報を取得する。
　具体的には、チューナ１１は、例えば、アンテナ１１ａにより受信されたテレビジョン
放送信号からＥＰＧ情報を取得して、記憶部１７に出力する。
　ここで、チューナ１１により取得されるＥＰＧ情報には、例えば、番組名、ジャンル、
出演者名、チャンネル番号、放送開始時間、放送終了時間等に関する情報や番組を識別す
るためのイベントＩＤなどが含まれている。
　また、チューナ１１により取得されるＥＰＧ情報は、例えば、チューナ１１により受信
可能な全てのチャンネルに関するＥＰＧ情報である。
【００２３】
　復調器１２は、制御部１８から入力される制御信号に従って、例えば、チューナ１１か
ら入力された中間周波信号に対してデジタル復調や誤り訂正などの処理を施して、ストリ
ーム（例えば、トランスポートストリーム）をデコーダ１３に出力する。
【００２４】
　デコーダ１３は、制御部１８から入力される制御信号に従って、例えば、復調器１２か
ら入力されたトランスポートストリームを解読して、当該トランスポートストリームを構
成する各トランスポートパケットを判別し、ユーザ所望の番組に関連するトランスポート
パケットにかかるデータを、音声データと、映像データと、等に分離する。そして、例え
ば、当該音声データをデコードして、音声出力部１４に出力するとともに、当該映像デー
タをデコードして、映像表示部１５に出力する。
【００２５】
　また、デコーダ１３は、制御部１８から入力される制御信号に従って、チューナ１１に
より取得されて記憶部１７に記憶されたＥＰＧ情報をデコードして、映像表示部１５に出
力する。
【００２６】
　音声出力部１４は、例えば、スピーカ機器等であり、デコーダ１３から出力された音声
データに基づく音声を出力する。
【００２７】
　映像表示部１５は、例えば、液晶表示機器等であり、デコーダ１３から出力された映像
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データに基づく映像を出力する。
　具体的には、映像表示部１５は、例えば、表示手段として、第１表示制御プログラム１
８３ａ、第２表示制御プログラム１８３ｂ、第３表示制御プログラム１８３ｃを実行した
ＣＰＵ１８１（後述）が、チューナ１１により取得されて記憶部１７のＥＰＧ情報データ
テーブル１７ａに記憶されたＥＰＧ情報に基づく番組表Ｌ等を表示する際に使用される。
【００２８】
　操作部１６は、例えば、テレビジョン受信装置１の外面に設けられた操作ボタンや、テ
レビジョン受信装置１用のリモートコントローラ（図示省略）及び当該リモートコントロ
ーラと通信可能なリモコン受信部（図示省略）などから構成されており、例えば、ユーザ
により操作されると、当該操作に伴う各種信号を制御部１８に出力する。
【００２９】
　具体的には、操作部１６は、番組表表示時間設定手段として、第１表示制御プログラム
１８３ａを実行したＣＰＵ１８１（後述）により映像表示部１５の第１表示領域Ｆ１に表
示される番組表Ｌの番組表表示時間を設定する際に操作される。
　より具体的には、例えば、映像表示部１５に表示された「番組表設定」画面において、
ユーザによる操作部１６の操作により、予め設定された番組表表示時間（例えば、“３時
間”、“６時間”、“１２時間”、“２４時間”、“４８時間”等）を選択して設定でき
るようになっている。
【００３０】
　また、操作部１６は、番組数設定手段として、第１表示制御プログラム１８３ａを実行
したＣＰＵ１８１（後述）により映像表示部１５の第１表示領域Ｆ１に表示される番組表
Ｌに含まれる１時間分の番組表示領域Ｌ１に表示可能な番組数を設定する際に操作される
。
　より具体的には、例えば、映像表示部１５に表示された「番組表設定」画面において、
ユーザによる操作部１６の操作により、予め設定された番組数（例えば、“１”、“２”
、“３”等）を選択して設定できるようになっている。
【００３１】
　また、操作部１６は、時間帯指定手段として、第１表示領域Ｆ１に表示された番組表Ｌ
のうち、一の時間帯を指定する際に操作されるとともに、番組名指定手段として、第２表
示領域Ｆ２に表示された番組名情報Ｔのうち、一の番組名を指定する際に操作される。
【００３２】
　具体的には、例えば、図２に示すように、番組表Ｌは、映像表示部１５の第１表示領域
Ｆ１に、縦に６マス、横に４マスで構成され、現時刻Ｎ時を基準に、Ｎ時、Ｎ＋１時、Ｎ
＋２時、…、Ｎ＋２３時と、２４区画に分けられている。なお、１マスは１時間分の番組
表示領域Ｌ１に相当する。そして、ユーザは操作部１６の操作により、カーソルＣを移動
表示させ、ユーザ所望の番組表示領域Ｌ１を指定する。より具体的には、例えば、ユーザ
が、Ｎ＋２時の時間帯における番組表示領域Ｌ１を指定したい場合、図２に示すように、
カーソルＣを、Ｎ＋２時における番組表示領域Ｌ１に移動表示させ、指定する。これによ
り、Ｎ＋２時の時間帯において放送される全ての番組の番組名（番組Ａ、番組Ｂ、番組Ｃ
、番組Ｄ…）を表示した番組名情報Ｔが、映像表示部１５の第２表示領域Ｆ２に表示され
る。尚、指定された番組表示領域Ｌ１（例えば、Ｎ＋２時）において、放送される番組が
複数あり、一度に全ての番組名を表示できない場合は、図２に示すように、スクロール表
示される。そして、第２表示領域Ｆ２に表示された番組名情報Ｔのうち、ユーザ所望の番
組名を、操作部１６の操作によって指定する。
【００３３】
　記憶部１７は、例えば、磁気的記録媒体、光学的記録媒体、若しくは半導体メモリで構
成されている。
　具体的には、記憶部１７は、例えば、図１に示すように、ＥＰＧ情報データテーブル１
７ａ等を記憶したり、また、ＣＰＵ１８１（後述）が設定プログラム１８３ｄ（後述）を
実行することにより設定された番組表表示時間、番組設定数等を記憶する。
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【００３４】
　ＥＰＧ情報データテーブル１７ａは、制御部１８から入力される制御信号に従って、例
えば、チューナ１１から入力されたＥＰＧ情報を記憶する。
　ここで、ＥＰＧ情報データテーブル１７ａに記憶されるＥＰＧ情報は、例えば、チュー
ナ１１によりＥＰＧ情報が取得される度に更新されることとする。
【００３５】
制御部１８は、例えば、図１に示すように、ＣＰＵ（Central Processing Unit）１８
１と、ＲＡＭ（Random Access Memory）１８２と、ＲＯＭ（Read Only Memory）１８３と
、等を備えている。
【００３６】
　ＣＰＵ１８１は、例えば、ＲＯＭ１８３に記憶されたテレビジョン受信装置１用の各種
処理プログラムに従って各種の制御動作を行う。
【００３７】
　ＲＡＭ１８２は、例えば、ＣＰＵ１８１によって実行される処理プログラムなどを展開
するためのプログラム格納領域や、入力データや上記処理プログラムが実行される際に生
じる処理結果などを格納するデータ格納領域などを備える。
【００３８】
　ＲＯＭ１８３は、テレビジョン受信装置１で実行可能なシステムプログラム、当該シス
テムプログラムで実行可能な各種処理プログラム、これら各種処理プログラムを実行する
際に使用されるデータ、ＣＰＵ１８１によって演算処理された処理結果のデータ等を記憶
する。なお、プログラムは、コンピュータが読み取り可能なプログラムコードの形でＲＯ
Ｍ１８３に記憶されている。
【００３９】
　具体的には、ＲＯＭ１８３は、例えば、図１に示すように、第１表示制御プログラム１
８３ａと、第２表示制御プログラム１８３ｂと、第３表示制御プログラム１８３ｃ、設定
プログラム１８３ｄ等を記憶している。
【００４０】
　第１表示制御プログラム１８３ａは、ＣＰＵ１８１に、チューナ１１により取得されて
ＥＰＧ情報データテーブル１７ａに記憶されたＥＰＧ情報に基づく番組表Ｌを、映像表示
部１５の第１表示領域Ｆ１に表示させる機能を実現させるプログラムである。
　具体的には、例えば、ＣＰＵ１８１は、第１表示制御プログラム１８３ａを実行するこ
とによって、チューナ１１により取得されてＥＰＧ情報データテーブル１７ａに記憶され
たＥＰＧ情報に基づく番組表Ｌを、映像表示部１５の第１表示領域Ｆ１に表示させる。ま
た、１時間分の番組表示領域Ｌ１に含まれる番組数が、操作部１６より設定された１時間
分の番組表示領域Ｌ１に表示可能な番組数を上回る場合には、放送時間の長い番組から順
番に当該１時間分の番組表示領域Ｌ１へ表示可能な番組数だけ選択して表示する。
　より具体的には、例えば、ユーザによる操作部１６の操作により、予め設定された番組
表表示時間として、“２４時間”が設定されている場合、図２に示すように、ＣＰＵ１８
１は、第１表示制御プログラム１８３ａを実行することによって、映像表示部１５の第１
表示領域Ｆ１に、縦に６マス、横に４マスで構成され、現時刻Ｎ時を基準に、Ｎ時、Ｎ＋
１時、Ｎ＋２時、…、Ｎ＋２３時と、２４区画に分けられた番組表Ｌを表示する。なお、
このとき、１時間分の各番組表示領域Ｌ１に夫々表示される番組名は、改行しないように
表示し、１行に表示可能な文字数を超える番組名の場合、当該超える部分を省略して表示
する。また、例えば、Ｎ＋２時の時間帯において、放送される番組が、番組名Ａと、番組
名Ｂと、番組名Ｃと、番組名Ｄと，番組名Ｅ（図示省略）と、番組名Ｆ（図示省略）と、
６つの番組があり、夫々の放送時間が、番組名Ａが５分、番組名Ｂが５分、番組名Ｃが１
５分、番組名Ｄが１５分，番組名Ｅが１０分、番組名Ｆが１０分であり、１時間分の番組
表示領域Ｌ１に表示可能な番組数が、“３”に設定されている場合、図４に示すように、
当該６つの番組のうち、放送時間の長い番組名Ｃと番組名Ｄとが、Ｎ＋２時の時間帯にお
ける番組表示領域Ｌ１の１行目と２行目に表示され、それ以外の番組名は、３行目に“他
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”と表示される。
　ＣＰＵ１８１は、かかる第１表示制御プログラム１８３ａを実行することで、第１表示
制御手段として機能する。
【００４１】
　第２表示制御プログラム１８３ｂは、ＣＰＵ１８１に、ユーザによる操作部１６の操作
により指定された一の時間帯における放送される全ての番組の番組名を表示した番組名情
報Ｔを、映像表示部１５の第２表示領域Ｆ２に表示させる機能を実現させるプログラムで
ある。
　具体的には、例えば、ユーザによる操作部１６の操作により、映像表示部１５の第１表
示領域Ｆ１に表示された番組表Ｌのうち、ユーザ所望の番組表示領域Ｌ１が指定されると
、ＣＰＵ１８１は、第２表示制御プログラム１８３ｂを実行することによって、当該番組
表示領域Ｌ１において放送される全ての番組の番組名を表示した番組名情報Ｔを、映像表
示部１５の第２表示領域Ｆ２に表示させる。なお、第２表示領域Ｆ２は、第１表示領域Ｆ
１と異なる領域を指す。
　より具体的には、図２に示すように、ユーザによる操作部１６の操作により、映像表示
部１５の第１表示領域Ｆ１に表示された番組表Ｌのうち、Ｎ＋２時の番組表示領域Ｌ１が
指定されると、ＣＰＵ１８１は、第２表示制御プログラム１８３ｂを実行することによっ
て、当該番組表示領域Ｌ１において放送される全ての番組の番組名Ａ～Ｆを表示した番組
名情報Ｔを、映像表示部１５の第２表示領域Ｆ２に表示させる。なお、かかる場合、一度
に全ての番組名を表示できないので、図２に示すように、スクロール表示される。
　ＣＰＵ１８１は、かかる第２表示制御プログラム１８３ｂを実行することで、第２表示
制御手段として機能する。
【００４２】
　第３表示制御プログラム１８３ｃは、ＣＰＵ１８１に、ＥＰＧ情報から抽出される番組
詳細情報を、映像表示部１５に表示する機能を実現させるプログラムである。
　具体的には、ユーザによる操作部１６の操作により第２表示領域Ｆ２に表示された番組
名情報Ｔのうち、一の番組名が指定された場合には、ＣＰＵ１８１は、第３表示制御プロ
グラム１８３ｃを実行することによって、当該番組名に係るＥＰＧ情報から抽出される番
組詳細情報（例えば、番組名、出演者名、チャンネル番号、放送開始時間、放送終了時間
等）を、映像表示部１５に表示する。
　より具体的には、例えば、図２に示す番組名情報Ｔにおいて、ユーザによる操作部１６
の操作により、“番組名Ａ”が指定されると、図４に示すように、映像表示部１５には、
番組名Ａに係るＥＰＧ情報から抽出された番組詳細情報が表示される。
　ＣＰＵ１８１は、かかる第３表示制御プログラム１８３ｃを実行することで、第３表示
制御手段として機能する。
【００４３】
　設定プログラム１８３ｄは、ＣＰＵ１８１に、設定画面を映像表示部１５に表示させ、
設定された条件を記憶部１７に記憶させる機能を実現させるプログラムである。
　具体的には、例えば、ＣＰＵ１８１は、設定プログラム１８３ｄを実行することによっ
て、第１表示制御プログラム１８３ａを実行したＣＰＵ１８１により映像表示部１５の第
１表示領域Ｆ１に表示される番組表Ｌの番組表表示時間を設定するための「番組表設定」
画面を表示させ、ユーザによる操作部１６の操作により、番組表表示時間が選択された場
合、記憶部１７に当該選択された番組表示時間を記憶させる。
　また、ＣＰＵ１８１は、設定プログラム１８３ｄを実行することによって、第１表示制
御プログラム１８３ａを実行したＣＰＵ１８１により映像表示部１５の第１表示領域Ｆ１
に表示される番組表Ｌに含まれる１時間分の番組表示領域Ｌ１に表示可能な番組数を設定
するための「番組表設定」画面を表示させ、ユーザによる操作部１６の操作により、番組
数が選択された場合、記憶部１７に当該選択された番組数を記憶させる。
　ＣＰＵ１８１は、かかる設定プログラム１８３ｄを実行することで、番組表表示時間設
定手段、及び番組数設定手段として機能する。
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【００４４】
　次に、本発明に係るテレビジョン受信装置１における番組表表示処理について、図５に
示すフローチャートを参照しながら説明する。
【００４５】
　まず、ステップＳ１において、ユーザによる操作部１６の操作により、ユーザ所望のチ
ャンネルが指定され、当該指定されたチャンネルの番組表Ｌを映像表示部１５に表示する
よう指示されると（ステップＳ１）、ＣＰＵ１８１は、第１表示制御プログラム１８３ａ
を実行して、チューナ１１により取得されてＥＰＧ情報データテーブル１７ａに記憶され
たＥＰＧ情報に基づく番組表Ｌを、映像表示部１５の第１表示領域Ｆ１に表示させる（ス
テップＳ２）。
【００４６】
　次いで、ステップＳ３において、ユーザによる操作部１６の操作により、映像表示部１
５の第１表示領域Ｆ１に表示された番組表Ｌのうち、ユーザ所望の番組表示領域Ｌ１が指
定されると（ステップＳ３；Ｙｅｓ）、ステップＳ４に進み、ＣＰＵ１８１は、第２表示
制御プログラム１８３ｂを実行することによって、当該番組表示領域Ｌ１において放送さ
れる全ての番組の番組名を表示した番組名情報Ｔを、映像表示部１５の第２表示領域Ｆ２
に表示させる。一方、ステップＳ３において、ユーザによる操作部１６の操作がない場合
（ステップＳ３；Ｎｏ）、ユーザ所望の番組表示領域Ｌ１の指定待機状態となる。
【００４７】
　次いで、ステップＳ５において、ユーザによる操作部１６の操作により、第２表示領域
Ｆ２に表示された番組名情報Ｔのうち、一の番組名が指定された場合（ステップＳ５；Ｙ
ｅｓ）、ステップＳ６に進み、ＣＰＵ１８１は、第３表示制御プログラム１８３ｃを実行
することによって、当該番組名に係るＥＰＧ情報から抽出される番組詳細情報（例えば、
番組名、出演者名、チャンネル番号、放送開始時間、放送終了時間等）を、映像表示部１
５に表示し、本処理を終了する。一方、ステップＳ５において、ユーザによる操作部１６
の操作がない場合（ステップＳ５；Ｎｏ）、ユーザ所望の番組名指定待機状態となる。
【００４８】
　以上説明した本発明にかかるテレビジョン受信装置１によれば、ＣＰＵ１８１が、第１
表示制御プログラム１８３ａを実行することによって、チューナ１１により取得された番
組情報に基づいて、所望のチャンネルの所定時間分であって所定の時間帯毎に区画された
番組名を含む番組表Ｌを、映像表示部１５の第１表示領域Ｆ１にスクロール可能に表示さ
せることができ、操作部１６の操作によって、第１表示領域Ｆ１に表示された番組表Ｌの
うち、一の時間帯を指定することができ、第２表示制御プログラム１８３ｂを実行するこ
とによって、操作部１６の操作により指定された一の時間帯において放送される全ての番
組の番組名を表示した番組名情報Ｔを、映像表示部１５の第２表示領域Ｆ２にスクロール
可能に表示させることができ、操作部１６の操作によって、第２表示領域Ｆ２に表示され
た番組名のうち、一の番組名を指定することができ、第３表示制御プログラム１８３ｃを
実行することによって、操作部１６の操作により指定された番組名に係る番組情報から抽
出される番組詳細情報を、映像表示部１５に表示することができる。
　従って、番組表からユーザ所望の番組を好適に見つけることができる。
　また、操作部１６の操作、及び、ＣＰＵ１８１が設定プログラム１８３ｄを実行するこ
とによって、第１表示制御プログラム１８３ａの実行により映像表示部１５の第１表示領
域Ｆ１に表示される番組表Ｌに含まれる１時間分の番組表示領域Ｌ１に表示可能な番組数
を設定することができ、ＣＰＵ１８１が、第１表示制御プログラム１８３ａを実行するこ
とによって、１時間あたりに含まれる番組数が操作部１６の操作により設定された１時間
分の番組表示領域Ｌ１に表示可能な番組数を上回る場合には、放送時間の長い番組から順
番に当該１時間分の番組表示領域Ｌ１へ表示可能な番組数だけ選択して表示することがで
きる。
　従って、その時間帯において、放送時間の長い番組をメイン番組と推定して優先的に表
示することにより、番組表からユーザ所望の番組をより好適に見つけることができる。
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　また、操作部１６の操作によって、チューナ１１により取得された番組情報に基づく番
組表Ｌを、映像表示部１５の第１表示領域Ｆ１に表示させる際、何時間分の番組表Ｌを表
示させるかについて設定することができる。
　従って、ユーザ所望の番組の放送時間が全く分からないような場合には、番組表表示時
間を長く設定し、大体の放送時間が分かっている場合には、番組表表示時間を短く設定す
ることができることとなり、番組表からユーザ所望の番組をより好適に見つけることがで
きる。
【００４９】
　なお、本発明は、上記実施の形態に限定されることなく、本発明の趣旨を逸脱しない範
囲において、種々の改良並びに設計の変更を行っても良い。
　例えば、２４時間分の番組表を第１表示領域に表示する場合、現時刻を基準に表示する
場合に限らず、その日の午前０時から午後１２時までの番組表を表示する設計であっても
良い。
　また、第１表示領域にユーザ所望のチャンネルの番組表を表示する場合、一のチャンネ
ルに限らず、複数のチャンネルを選択して、当該複数のチャンネルの番組表を第１表示領
域に表示する設計であっても良い。
　また、ユーザ所望の番組のジャンル情報を入力する手段を設け、所定時間分であって所
定の時間毎に区画された番組名を含む番組表Ｌを表示させる際、当該入力されたジャンル
情報に該当する番組名が表示された番組表示領域Ｌ１を他の番組表示領域Ｌ１と識別でき
るように、例えば、着色表示する設計であっても良い。これにより、番組表からユーザ所
望の番組を好適に見つけることができるようになる。
　また、テレビジョン受信装置１は、音声出力部１４と、映像表示部１５を別装置として
構成しても良い。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】本発明に係るテレビジョン受信装置の要部構成を示すブロック図である。
【図２】本発明に係るテレビジョン受信装置の番組表の表示例を示す図である。
【図３】本発明に係るテレビジョン受信装置の番組表示領域における番組名の表示例を示
す図である。
【図４】本発明に係るテレビジョン受信装置の番組詳細情報の表示例を示す図である。
【図５】本発明に係るテレビジョン受信装置の番組表表示処理について説明するフローチ
ャートである。
【符号の説明】
【００５１】
１　　　　テレビジョン受信装置
１１　　　チューナ（受信手段、取得手段）
１５　　　映像表示部（表示手段）
１６　　　操作部（番組表表示時間設定手段、番組数設定手段、時間帯指定手段、番組名
指定手段）
１８１　　ＣＰＵ（第１表示制御手段、第２表示制御手段、第３表示制御手段）
１８３ａ　第１表示制御プログラム（第１表示制御手段）
１８３ｂ　第２表示制御プログラム（第２表示制御手段）
１８３ｃ　第３表示制御プログラム（第３表示制御手段）
１８３ｄ　設定プログラム（番組表表示時間設定手段、番組数設定手段）
Ｌ　　　　番組表　　
Ｌ１　　　番組表示領域
Ｆ１　　　第１表示領域
Ｆ２　　　第２表示領域
Ｔ　　　　番組名情報



(13) JP 2008-199458 A 2008.8.28

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(14) JP 2008-199458 A 2008.8.28

【図５】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

